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1. 緒 言

現在,穀物 ･石炭 ･鉱石などの種々の粉粒物 (Bulk

Solids)を貯蔵する目的で,サイロ｡ビン等の構造物が数

多く建造されている.しかし,これらの構造物に充填さ

れている粒状体が側壁等に及ぼす荷重特性に関しては明

確なことは十分解明されていない｡現状ではサイロ等の

設計に関しては,静的な土圧論の延長で行われているの

が一般的な傾向である.そのため排出口から粒状体が流

れ落ちるときのような動的挙動が起こるときに,静的な

手法では評価しきれない動的荷重が作用し,構造物の破

壊を引き起こすことがしばしば報告されている.1)こう

した現象に対応して,容器内の粒状体の重力流れの挙動

についてのいくつかの実験,研究も行われているが,莱

験については挙動の定性的な評価にとどまっており,荷

重特性に直接結びつけることのできる定量的な実験方法

は確立していない.

本研究はここで粉粒体の流れの定量的な観察を行うた

め,浸透法を用い,円筒容器内の粒状体の移動量を測定

する方法を検討し,実験を行った.

2.実 験

2.1 浸 透 法

透明な材質でできた物質も,細い粒子の集まりになる

と外部媒体 (空気など)との屈折率の相違によって光の

反射,屈折が起こり,透明とはならない.しかし外部媒

体を粒状体と同じ屈折率を持つものにすることによって

光は直進し,粒状体の集まりを透明とする■ことができる.

これが今回の実験の基本となる浸透法の原理である.2)

実験に用いた材質はパイレックスガラス粉 (屈折率 〝

-1.47,粒度0.40mm<かく1.00mm,真比重量γ-2.23

g/cm3)であり,媒体としてテレピン油(n-1.46-1.47)
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とα-プロムナフタリン(n-1.657-1.660)の混合液を用

いた.混合液の混合比は液中のα-プロムナフタリンの体

積比率を4.45%とする.移動量を測定する点に使用する

マーカーについては同じパイレックスガラス粉を高温焼

き付けによって濃茶色に着色したものを用いる.

2.2 実験装置

実験装置の概要をFig.1に示す.パイレックスガラス

の槽の中に同じ材質で出来た円筒を立ててある.円筒の

下部には中央に穴の空いたパイレックスガラスの円盤が

はめ込まれており,その穴径と同じ径を持つピストンが
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Fig.1 実験装置の概略図
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